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人権 HR①「拉致問題の解決のためにできることを考えよう」 

１２月１日（水）４限目と翌週１２月８日（水）４限目の時間は、全校生徒を対象とする人権ホ

ームルームとして北朝鮮による拉致問題について考えます。 

法務省人権擁護局が取り上げる１７の主な人権課題※１の１つである「北朝鮮当局によって拉致さ

れた被害者等」について、生徒が拉致問題に関する事実を知り、事実に基づいて考え、解決のため

にできることを主体的に考えていくきっかけをつくることです。北朝鮮による日本人拉致問題は、

我が国の主権及び国民の生命と安全に関わる重大な問題であり、政府も最重要課題と位置づけ、そ

の解決に向けて全力で取り組んでいます。※２
 

拉致問題の解決のためには、国民が心を一つにして全ての拉致被害者の一日も早い帰国実現へ強

い意志を示すことが問題解決に向けた力強い後押しとなります。特にこれまで拉致問題について触

れる機会の少なかった若い世代への啓発が重要な課題となっています。※３
 

また、拉致問題は北朝鮮という国家によ

る犯罪であり、北朝鮮の国民や在日朝鮮人

の人々には責任はないということを押さ

え、教育の中立性に十分配慮するとともに

新たな差別や偏見を生み出すことのないよ

うに配慮します。※４
 

※１ 法務省人権擁護局「令和３年度版 人権の擁

護」より 

※２ 内閣官房拉致問題対策本部事務局政策企画室長 

文部科学省初等中等教育局児童生徒課長「北朝鮮当局に

よる拉致問題に関する映像作品等の活用促進について（依頼）」（2021 年 4 月 23 日）より 

※３ 内閣官房拉致問題対策本部事務局政策企画室 学習指導案集 高等学校 総合的な探究の時間  

宮崎県「家族を取り戻す ～拉致問題について考えよう～」より 

※４ 内閣官房拉致問題対策本部事務局政策企画室 学習指導案集 高等学校 ホームルーム活動 兵庫県「北朝鮮当局による拉致

問題等について」より 

人権 HR「拉致問題の解決のためにできることを考えよう」について 

北朝鮮による日本人拉致問題とは、「北朝鮮が、日本に暮らす人々を本人の意思に反して強制的に

連れ去った国家による犯罪のこと」です。日本人を拉致した目的は、「北朝鮮の工作員（北朝鮮の

国家の命令で秘密裏の活動をする人）に日本語を教えさせることなど。教育を受けた工作員が日本

に潜入し、さらに日本人を拉致することに関わることもありました。 

現在、日本国政府は拉致被害者として１７名を認定していますが、その他にも北朝鮮による拉致

の可能性を排除できない行方不明者である「特定失踪者」は、現在８７６名にのぼっています。拉

致被害者、特定失踪者の方々の多くは、1970 年代から 80 年代にかけて、帰宅する途中などに突如

として行方不明になっています。１７名の拉致

被害者の中で、横田めぐみさんは最も若い 13

歳で拉致されました。44 年前の 1977 年 11 月

15 日の夕刻に、新潟市立寄居（よりい）中学校

のバドミントン部の練習を終えて帰宅する途

中、自宅の直ぐ近くの角で拉致されました。横

田めぐみさんのお父さんの横田滋さん、お母さ
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んの横田早紀江さんは拉致問題の解決のために必死で活動を続けてこられましたが、昨年の６月５

日にお父さんの滋さんは、めぐみさんと再会を果たすことができないまま亡くなられました。お母

さんの早紀江さんは今年８５歳になられます。北朝鮮で生きているはずのめぐみさんのために必死

で拉致問題の解決を訴え続けておられます。 

 

日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」視聴 

北朝鮮による日本人拉致問題啓発

アニメ「めぐみ」は、昭和５２年、

当時中学１年生だった横田めぐみさ

んが、学校からの帰宅途中に北朝鮮

当局により拉致された事件を題材

に、残された家族の苦悩や、懸命な

救出活動の模様を描いた２５分のド

キュメンタリー・アニメです。この

アニメは、漫画「めぐみ」（原作・

監修：横田滋・早紀江、作画：本そういち、出版社：双葉

社）をモチーフとして制作しました。制作に当たっては、日本俳優連合の多大なご協力をいただ

き、また、声優の方々もボランティアで出演してくださっています。このアニメはコピーフリーの

ため動画ファイルを拉致問題対策本部サイトから無料でダウンロードできます。（www.rachi.go.jp 日本政

府 拉致問題対策本部サイトより） 

 

小泉純一郎首相の北朝鮮訪問 

2002 年９月 17 日の第１回日朝首脳会談におい

て、北朝鮮の金正日（キム・ジョンイル）国防委

員長（当時）は、長年否定していた日本人の拉致

を初めて認めて謝罪し、当時日本政府が認定して

いた拉致被害者 13 名のうち４名は生存、８名は

死亡、１名は北朝鮮入境が確認できない旨伝え

た。また、日本側が調査依頼をしていなかった曽

我ひとみさんについて拉致を認め、その生存を確認した（他方、北朝鮮側は、その後の調査におい

て、同時に行方不明となった母親の曽我ミヨシさんについては、入境の事実はない旨主張し

た。）。その上で、関係者の処罰及び再発防止を約束すると同時に、家族の面会及び帰国への便宜

を保証すると約束した。これに対し、小泉純一郎総理（当時）は、金正日国防委員長（当時）に対

し強く抗議し、継続調査、生存者の帰国、再発防止を要求した。（内閣官房拉致問題対策本部事務局資料よ

り） 

この訪朝後の拉致被害者家族会の記者会

見にて、横田めぐみさんの両親の横田滋さ

ん・早紀江さんが「絶対にこの何もないい

つ死んだかということも分からないような

そんなことを信じることはできません。そ

してこれまで長い間、本当にこのように放

置されてきた日本の若者たちのことを、ど

うぞ皆様方も真心をもって報道してくださ

い。日本の国のために、このように犠牲になって、苦しみ、また亡くなったかもしれない若いもの

たちの心のうちを思ってください。」と話されました。また、拉致被害者 増元るみ子さんの弟の増

元照明さんは「今まで、この問題を無視し続けた国会議員の方々、何か我々に言うことがあった

ら、連絡ください。」と述べておられます。拉致問題は、日本国民の暮らしの安全・安心のため

に、私達がどのような政治家や政党を選ぶことが大切なのかという問題でもあることを訴えておら

れます。 

また、横田早紀江さんは「私たちは、北朝鮮に住む一般市民の人たちを憎んだり、恨んだりして

いるわけではありません。ただ、家族を取り戻したいだけなのです。」と話しています。何よりも

大切なことは、拉致問題は北朝鮮という「国家」による犯罪であり、北朝鮮の「国民」や「在日朝

鮮人」の方々には責任はないことをしっかりと理解をして、新たな差別や偏見を生み出すことのな

いように配慮することです。 

アニメを視聴して 

日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」を視

聴し、考えたことや感じたことをワークシ

ートに記入し、ホームルームで共有しまし

た。 

 見つからないことへの焦り、集まるか

どうかわからない署名活動をしないと

動こうとしない日本政府への怒り 

http://www.rachi.go.jp/


 3 / 8 

 

 家族を拉致された不安と絶望が入り混じった行き場のない感情 

 簡単に想像できない恐怖、この先どうすればいいのかわからない不安 
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